
             

令和４年１１月２８日 

 

所沢市長 藤本 正人 様 

 

  所沢市市民医療センター運営委員会   

会長 赤津 拓彦   

 

第三次所沢市市民医療センター改革プラン 

令和３年度実施状況の点検・評価について(答申) 

令和４年８月２日付け所医第６３号で諮問のありました標記の件について、 

当運営委員会において慎重に審議した結果、別紙「第三次所沢市市民医療センタ

ー改革プラン令和３年度実施状況点検・評価報告書」のとおり答申いたします。 

令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の中、医業収益は増加傾向にあ

ったものの、コロナ禍前には戻っていません。 

改革プランの推進に当たっては、新型コロナウイルス感染症への対応と合わせ、

下記のとおり特に配慮すべき事項について示します。 

記 

一、 安定的な事業運営のために、引き続き医師をはじめ必要な医療スタッフの

 人材確保に努めてください。 

一、 病床利用率の向上を目指し、収支の改善を図るとともに、引き続き医療・

介護・福祉の関係機関との連携強化に努めてください。 

一、 小児初期救急医療体制について、公立病院として中心的役割を果たし、引

き続き、安定的に維持、継続するよう努めてください。 

一、 第三次所沢市市民医療センター改革プランを推進するとともに、再整備基

本計画及び経営強化プランの作成を進めてください。 

 

一、 引き続き、新型コロナウイルス感染症対応の継続及び充実に努めてくださ

い。 


